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令和5年度ゼロカーボン研究会の概要

【目的】
２０５０年までに二酸化炭素排出実質ゼロを実現するため、岡山連携中枢都市

圏、周辺自治体、事業者及び大学等と「ゼロカーボン社会」実現に向けた具体的
な取組について調査・研究し、令和6年度以降に実現可能な事業等を創出すること。

【開催回数・時期】
合計5回のゼロカーボン研究会と、事業創出に向けた具体的内容を検討するため

のゼロカーボン分科会を開催予定。
（5月、7月、10月、11月、1月）

【参加者】
産：各回テーマ毎に参加を希望する企業
学：各回テーマ毎に参加を希望する大学
官：岡山連携中枢都市圏構成市町、倉敷市など
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⚫ 気候変動に関する最新の科学的知見であるIPCC の第6次統合報告書（2023年
3月20⽇公表）では、現在の各国のNDCs（温室効果ガスの排出削減目標）では1.5℃
を超える可能性が高いこと、この10年の排出削減の取組が極めて重要であることが
示された。

第1回研究テーマ
『市民・事業者の脱炭素化に向けた行動変容支援』

出典：2023年４月 環境省 IPCC 第6次評価報告書（AR6）統合報告書（SYR）の概要 3



⚫ この10年間では、累積炭素排出量を極力削減するため、短期間で削減効果を
発揮する取組を実施すると同時に、脱炭素化に向けた取組の水準を向上させる
ことが重要。

⚫ 普段の生活において、エネルギー利用機器の省エネな使い方をする、高効率機
器へ更新する、非化石エネルギーに切替えるといった、「市民・事業者の脱炭
素化に向けた行動変容」は、早期に削減効果が得られ、さらに他の市民・事業
者へ脱炭素化の行動を促す波及効果が期待できるため優先的実施が求められる。

出典：三菱総合研究所 2050 年カーボンニュートラル実現に向けた提言 4
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脱炭素化に向けた行動変容の例



内容 講師

（1）うちエコ診断による省エネ普及 株式会社プレゼントデザイン

（2）スマートメータデータを活用した省エネコミュニケーション 東京エネルギー研究所

（3）省エネの進め方と省エネ診断事例 一般財団法人省エネルギーセンター

本⽇の講演内容

【講演の観点】
行動変容のためには、対象者へ脱炭素化に向けた情報（選択肢）を示したうえ

で、自らの行動を切替える『きっかけ』を作ることが必要と考えられる。
よって今回の研究会では、市民（家庭）や、事業者を対象とした脱炭素化に向

けた診断事業について研究し、より効果的な支援策について考える。
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